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2016	リオデジャネイロ　オリンピック	

2016年8月12日（日）　リオデジャネイロ/アリーナ	

　8月12日（日）にリオデジャ

ネイロのオリンピックアリー

ナでトランポリンの予選と決

勝が行われた。広く天井も

高いアリーナには、トランポ

リン台の他に大きなモニター

や国旗が設置され、独特の

高揚感が漂っていた。なにし

ろオリンピックに出場できる

のは、世界で選ばれたたっ

た16人。出場だけでも名誉

なことだ。そのなかでも、中

野さんは大学に入ったばか

り18歳だ。出場者の中で最

年少とは、さらにすごい！	

世界で選ばれた16人のみが、オリンピックの舞台で競う	

予選では18人が２グ
ループに分かれて、
第１演技と第２演技を

行う。	
中野さんは2グループ

めに登場。名前を
コールされた様子が。
天井の巨大モニター

にも映し出された	

●トランポリンの基礎知識●	
採点は演技の難度点（Dスコア）、完成度の演技点（Eスコア）、跳躍時間（Tスコア）３つの合
計。跳躍時間点は、跳躍時間測定機を使用して1秒1点としてそのまま得点に反映される	
	
●予選・決勝●	
予選は、第1演技と第2演技の合計得点で競う。第1演技は規定の要素を含む10種類の異
なる跳躍、第2演技は任意の10種類の跳躍(自由演技)を行う。	
オリンピックでは、決勝へ進出できるのは第1演技と第2演技の合計の上位8人	

↑中野さん	



　それぞれの選手がアップ

を終えて、１グループから演

技が始まった。たまたま隣に

座られた方が体操協会の方

で、演技を解説いただくとい

う幸運に恵まれた。「予選を

突破するには第1・第２演技

合計で100点が目安」とのこ

と。次々に登場するオリン

ピックメダリストや世界選手

権上位入賞者らが、高い跳

躍をみせ優雅に演技し、実

力通りの点を出している。	

　2 グループの6番めにいよ

いよ中野さんの登場だ。試

合で緊張することがない、と

いつも言っていた中野さん

だが、今日はなんだか演技

前の跳躍が長い気がする・・。

演技に入ってからも、他の

選手に比べて跳躍の高さが

低いようにも見える。でも、

しっかり規定の演技を終え

て、着地した。	

　コーチとともにTVカメラの

前のベンチで結果を待つ中

野さん、その点数は登場選

手の最下位だった。中野さ

んの表情はさほど変わらな

かったが、厳しい結果となっ

てしまった。「演技が固まら

ず、演技点が低くなった」よ

うだった。	

予選第一演技で、実力発揮できず16位に。	
厳しいスタートを経験	

←点数を待つベンチ	

＜日本体操協会HP	
　オリンピックレポート＞	
第１演技：最初に難しい宙

返りを続けて観客も盛り上
がった。しかし、途中で着

地前に膝が曲がるミスが
出て得点が伸びず。	



　1グループの選手たちが第

２演技でも実力を発揮し、高

い得点を刻んで行く。	

　2グループ、中野さんの順

番になり、トランポリン上で

跳躍を始めた。先の第1演技

とは違い、少しの跳躍でタイ

ミングを捉えたらしくすぐに

演技に入った。伸びやかに

跳躍している気がする！	

　出た第２演技の点数は10

位で、総合で13位。決勝進

出は叶わなかった。しかし、

今回オリンピックで活躍した

選手たちが20代後半から３

０代にかけての選手が多い

なか、次は必ず中野さんの

時代がやってくる！	

第２演技は気持ち入れ替えて跳躍し10位。	
総合で13位に浮上！	

＜日本体操協会HP　オリンピックレポートより＞	
第2演技：タックハーフアウトトリフィスをしっかりと決めた。膝が
緩んでいた印象の箇所もあるが、フルインフルアウトまで演技

をまとめ、現時点11位に入ってきた。	



緊張せずにはいられなかった初めてのオリンピック。	
18歳での経験が、これからの跳躍のバネになる！	

予選終了後、中野さんに観客席でお会いできた。	
	
いつもの大会では、ほとんど緊張しないという中
野さん。	
監督は「直前まで緊張していないと言っていまし
たが、始まって入場してみると雰囲気が全然
違って、やはり緊張しちゃいました。これがオリン
ピックです」とおっしゃっていた。	

凄く緊張しました。	
緊張で死にそうでした。	
	
応援ありがとうございま
した。また頑張ります！	



2016　リオ・オリンピックの結果（予選）	


